
セゾン資産形成の達人ファンド

運用報告書（全体版）
第10期（決算日 2016年12月12日）

■お問い合わせ先
セゾン投信株式会社　お客さま窓口
〒170-6037 東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 37Ｆ

［ホームページ］http://www.saison-am.co.jp
［電話番号］03-3988-8668
［営業時間］9：00～17：00 （土日祝日、年末年始を除く）

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針

一貫した｢長期投資｣という投資哲学に基
づいて運用されているファンドへの投資
を通じて、長期的な資産の成長を図りま
す。投資にあたっては、国内外の投資信
託証券の中から、資産規模、運用実績、
コストなどの面ならびにファンドの運用
方針、投資態度をリサーチの上、投資を
行います。
原則として、為替ヘッジは行いません。

主 要 運 用 対 象 有価証券に投資する国内外の投資信託証
券を投資対象とします。

組 入 制 限

① 外貨建資産への投資には制限を設けま
せん。

② 投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。

③ 投資信託証券ならびに短期金融資産以
外の有価証券への直接投資は行いませ
ん。

④デリバティブの直接利用は行いません。

分 配 方 針

毎決算時に、基準価額水準、市況動向等
を勘案して分配を行います。ただし、分
配対象額が少額の場合には分配を行わな
いこともあります。
信託財産内に留保した利益については、
運用の基本方針に基づき運用を行います。
当ファンドは、分配金再投資専用としま
す。収益分配金は、税金を差し引いた後、
再投資されます。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

受益者の皆さまへ

　平素は「セゾン資産形成の達人ファンド」に格別の
ご愛顧を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　当ファンドは2016年12月12日に第10期決算を行
ないましたので、当期の運用状況をまとめておりま
す。
　当期間も信託財産の長期的な成長を図ることを目
的とした運用を、変わらずに行って参りましたこと
合わせてご報告申し上げます。
　今後も、皆さまの長期投資の充実のため、引き続
き努めて参りますので、より一層のお引き立てを賜
りますよう、お願い申し上げます。
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◎受賞実績

ごあいさつ
　セゾン投信流のアクティブ長期投資を実践する「セゾン資産形成の達人ファンド」の第10期は、通期では残念
ながら若干のマイナスリターンとなり、当該期間は高水準の事業価値を厳選して志向する当ファンドにとって
は、総じて苦戦を強いられる市場環境でありました。
　世界の金融市場は、2016年前半においてはリスクオフ傾向が続き、英EU離脱という想定外のイベントがグ
ローバルにマーケットの価格を揺さぶると共に、大幅な円高方向への為替水準訂正が重なって、当ファンドの基
準価額下落に直結する逆風下での運用となりましたが、11月の米大統領選以降は一転、トランプラリーと言わ
れる反騰相場となり、先進国株式市場の価格水準修正が、急激な円安ドル高への回帰を伴って進行する途上で期
末を迎えたことから、ほぼ期初水準の基準価額レベルを回復したものの、この急騰相場は「落ち葉が沈んで石が
浮く」が如き、専ら大型割安株偏重のトレンドとなり、やはりクオリティコンシャスな当社の運用スタイルは残
念ながら報われにくい環境が続きました。
　多くのアクティブ運用が同様の厳しい市場環境を強いられる中で、相場追従への誘惑が沸くわけですが、当フ
ァンドは独自の運用コンセプトを堅持して、やがて再び訪れる価値への回帰をじっくり待っています。即ち長期
的見地で果実を育む本格的長期投資ファンドの真価が問われる局面だと言えましょう。
　決して相場を追うことなく、事業の本源的価値に立脚して、グローバルな実体経済の長期安定成長軌道に乗り
続ける当ファンドの運用成果は、お蔭様でR&Iファンド大賞３年連続受賞を、そして「リッパーファンドアワー
ド」では２年連続最優秀ファンド賞受賞を得て、ますます日本における稀有な国際分散型長期アクティブファン
ドとしての評価の高まりを感じております。
　米国経済の回復がより堅調さを増し、日欧経済が追従する先進国主導型世界経済となるであろう2017年は、
当社のアクティブ運用が再び報われる環境回帰への期待を持って、堅固な長期投資を貫いて参ります。
　「セゾン号」乗客の皆さまには、長期投資の継続に乗務員一同感謝申し上げますと共に、第10期の運用状況を
報告させていただきます。

代表取締役社長 中野 晴啓

セゾン資産形成の達人ファンド
「リッパー・ファンド・アワードジャパン2016」�
最優秀ファンド賞を受賞しました。

トムソン・ロイターの投資信託情報サービスを提供しているリッ
パーの選定する「リッパー・ファンド・アワードジャパン2016」に
おいて、最優秀ファンド賞を２年連続受賞しました。
評価期間「３年および５年」
分類「ミックスアセット 日本円 フレキシブル」

セゾン資産形成の達人ファンド
「R&Iファンド大賞2016」� �
最優秀ファンド賞を受賞しました。

格付投資情報センター（R&I）の選定する「R&I ファンド大賞 2016」
において、「NISA（少額投資非課税制度）/外国株式部門」で「最優秀フ
ァンド賞」、「投資信託/外国株式部門」で「優秀ファンド賞」を受賞し
ました。
NISA部門の最優秀ファンド賞は、３年連続の受賞となります。

セゾン資産形成の達人ファンド

－第10期－
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運用担当者の紹介
　セゾン資産形成の達人ファンドは、ファンド・オブ・ファンズの仕組みを活用して、世界の優れたリソースを活
用しながら、日本の生活者の方の長期の資産形成に資することができるよう、不確実な市場の予想に頼ることなく、
長期的なリターンと幅広い分散によるリスクの軽減を重視して、４人のチームで運用を行っています。
代表取締役社長、CIO（チーフインベストメントオフィサー）

中野　晴啓

経歴

1987年 明治大学商学部卒業
1987年 株式会社クレディセゾン入社。セゾング

ループの金融子会社にて債券ポートフォリ
オを中心に資金運用業務に従事した後、投
資顧問事業を立ち上げ運用責任者としてグ
ループ資金の運用のほか外国籍投資信託を
はじめとした海外契約資産等の運用アドバ
イスを手がける。その後、2006年セゾン
投信を設立。2007年４月から現職。

運用の基本的な方向性の指示
主な役割

運用経験年数 26年

マクロ経済環境の調査、ファンド
のリスク分析

運用部アナリスト

奥山　勉

経歴

1987年 早稲田大学政治経済学部経済学科卒業
1987年 株式会社クレディセゾン入社。クレディセ

ゾン及びセゾングループでの投資業務等に
従事した後、2011年からセゾン投信にて
現職。

公益社団法人日本証券アナリスト協会検定
会員
中央大学大学院国際会計研究科修了（ファ
イナンス）

主な役割

運用経験年数 11年

新規組入れファンドの調査、国際
政治情勢分析

運用部アナリスト

伝能　浩

経歴

主な役割

2002年 慶應義塾大学法学部政治学科卒業
2009年 独立系資産運用会社においてバックオフ

ィス関連業務や運用業務等に従事した後、
2015年セゾン投信入社。2016年から現職。

運用経験年数 7年

運用方針の決定、資産配分比率の
決定、キャッシュフローの管理

主な役割

運用部長、ポートフォリオマネジャー

瀬下　哲雄

経歴

1996年 上智大学経済学部経営学科卒業
2006年 セゾン投信入社、2007年３月のファンド

設定時より運用を担当し、2011年よりポー
トフォリオマネジャー、2014年から現職。

運用経験年数 10年

セゾン資産形成の達人ファンド
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決 算 期

基 準 価 額 参考指数 為替レート
投資信託
受益証券
組入比率

投資証券 
組入比率

純資産
総　額（分配落）税込み

分配金
期　中
騰落率

期　中
騰落率

米ドル
/円

コムジェスト
ヨーロッパ

コムジェスト
エマージング

ＴＭＡ長期
投資ファンド

スパークス
・集中投資

スパークス
・長期厳選

コモンズ
30ファンド

スパークス
・ワンアジア

コムジェスト
日本株式

米国
オポチュニ

ティ

Ｔ. ロウ
・グロース

Ｔ. ロウ
・バリュー

米国株式
集中投資

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
第6期

（2012年12月10日） 7,955 － 24.2 7,574 22.2 82.55 58.8 28.0 11.7 2.9 4.8 5.8 5.7 － － 38.7 23.7 7.4 7.6 － 6,604

第7期
（2013年12月10日） 12,743 － 60.2 11,597 53.1 103.35 56.7 25.7 11.6 2.9 5.2 6.0 5.4 － － 42.8 26.5 8.4 7.9 － 11,577

第8期
（2014年12月10日） 15,960 － 25.2 14,568 25.6 119.46 55.1 27.1 13.9 2.8 4.6 6.6 － － － 41.7 25.2 8.3 8.2 － 19,448

第9期
（2015年12月10日） 16,995 － 6.5 14,448 △0.8 121.50 56.4 27.9 12.5 2.3 4.0 6.8 － 2.9 － 42.5 22.9 9.9 － 9.7 29,930

第10期
（2016年12月12日） 16,637 － △2.1 14,875 3.0 115.47 53.9 25.6 12.4 － 3.4 6.0 － 3.8 2.7 45.5 24.7 10.3 － 10.4 37,496

年 月 日

基 準 価 額 参 考 指 数
投資信託
受益証券
組入比率

投資証券 
組入比率騰落率 期　中

騰落率
コムジェスト
ヨーロッパ

コムジェスト
エマージング

ＴＭＡ長期
投資ファンド

スパークス
・集中投資

スパークス
・長期厳選

スパークス
・ワンアジア

コムジェスト
日本株式

米国
オポチュニ

ティ

Ｔ. ロウ
・グロース

米国株式
集中投資

（期　 　 　首） 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
2015年12月10日 16,995 － 14,448 － 56.4 27.9 12.5 2.3 4.0 6.8 2.9 － 42.5 22.9 9.9 9.7

12月末 16,802 △1.1 14,361 △0.6 56.0 27.5 12.6 2.3 3.9 6.8 2.9 － 42.4 22.8 9.8 9.8
2016年 1月末 15,227 △10.4 13,181 △8.8 56.3 28.0 12.3 2.3 3.9 6.8 3.0 － 42.0 22.4 9.8 9.8

2月末 14,592 △14.1 12,619 △12.7 55.8 27.1 12.4 2.3 3.8 7.0 3.2 － 42.6 22.8 9.9 9.8
3月末 15,304 △10.0 13,282 △8.1 56.1 26.5 12.9 － 3.9 6.7 3.5 2.6 42.4 22.8 9.8 9.8
4月末 15,313 △9.9 13,363 △7.5 56.6 26.7 13.0 － 3.8 6.7 3.7 2.7 41.9 22.6 9.6 9.7
5月末 15,342 △9.7 13,443 △7.0 56.3 26.9 12.5 － 3.8 6.7 3.7 2.7 42.4 22.7 9.8 9.8
6月末 13,796 △18.8 11,980 △17.1 57.1 26.7 12.9 － 3.8 7.0 3.8 3.0 41.6 22.1 9.8 9.7
7月末 15,187 △10.6 13,014 △9.9 56.9 27.3 13.0 － 3.6 6.3 3.9 2.8 42.0 22.6 9.7 9.7
8月末 14,983 △11.8 13,055 △9.6 56.0 27.0 12.7 － 3.4 6.3 3.8 2.8 42.8 23.1 9.8 9.9
9月末 15,086 △11.2 12,850 △11.1 56.3 26.9 12.8 － 3.5 6.4 3.8 2.9 42.1 22.9 9.7 9.5

10月末 15,109 △11.1 13,114 △9.2 56.3 26.4 13.1 － 3.5 6.5 3.9 3.0 42.1 22.3 10.0 9.8
11月末 16,175 △4.8 14,150 △2.1 54.4 25.7 12.5 － 3.4 6.1 3.8 2.8 44.4 24.0 10.2 10.2

（期　 　 　末）
2016年12月12日 16,637 △2.1 14,875 3.0 53.9 25.6 12.4 － 3.4 6.0 3.8 2.7 45.5 24.7 10.3 10.4

・基準価額は１万口当たりです。
・ 当ファンドにはベンチマークがないため、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数のMSCIオールカントリー・

ワールド・インデックス（配当込）を参考指数として記載しております。参考指数は、設定日（2007年３月15日）の値を
10,000として委託会社が計算したものです。

・ 参考指数は、基準価額への反映を考慮して、２営業日前のものに、当日のわが国の対顧客電信売買仲値を利用して円換
算しております。

・騰落率、小数点第２位を四捨五入しています。
・組入比率は、対純資産総額です。組入比率は、小数点第２位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
・為替レート（米ドル／円）は、わが国の対顧客電信売買仲値を利用しています。
・純資産総額の単位未満は、切捨てて表示しております。

・騰落率は期首比です。
・組入比率は、小数点第２位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

最近5期の運用実績

当期中の基準価額等の推移
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当期の運用状況と今後の運用方針

　当ファンドの第10期（2015年12月11日～2016年12月12日）の年次運用状況をご報告いたします。
　当期の基準価額の推移は、2016年６月29日に13,469円の最安値を、2015年12月18日に16,944円
の最高値を付け、当期末の基準価額は16,637円となりました。設定から当期末までの基準価額の騰落
率は66.37%、当期の騰落率は△2.11%でした。

期中の基準価額等の推移

【基準価額のハイライト】
基準価額 日　　付

安　値 13,469円 2016年６月29日
高　値 16,944円 2015年12月18日

基準価額の推移
（円）

40,000

35,000

30,000

25,000

（百万円）

17,000

16,000

15,000

14,000

13,000

純資産総額（右軸）
基準価額（左軸）

（2015年12月11日～2016年12月12日）

2015/12/10
（
第
９
期
末
）

2016/1

2016/2

2016/3

2016/4

2016/5

2016/6

2016/7

2016/8

2016/9

2016/10

2016/11

2016/12/12
（
第
10期

末
）

・ 当ファンドには、ベンチマークはありません。
・ 分配を行なっていないため、分配金再投資基準価額は表示しておりません。

表示されている基準価額が、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものとなります。
・ 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
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【基準価額の主な変動要因】
　当期は、米国株式に投資する「バンガード®米国オポチュニティファンド」、「アライアンス・バーンス
タイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ」、「T.ロウ・プライス・ファンズ
SICAV‐USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド」が基準価額の主な上昇要因となった一
方で、「ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）」と対ドルでの円高の進
行が基準価額の主な下落要因となりました。
　参考指数やベンチマークとの対比では、「バンガード米国オポチュニティファンド」、「スパークス・
長期厳選・日本株ファンド（適格機関投資家限定）」などが銘柄選択効果によりベンチマークや参考指数
を上回ったものの、「ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）」、「ニッ
ポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定）」、「T.ロウ・プライ
ス・ファンズSICAV‐USラージキャップ・バリュー・エクイティ・ファンド」、「アライアンス・バーン
スタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ」、「スパークス・ワンアジア厳
選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉」、及び2016年３月から組入れを開始した「コムジェスト日本株
式ファンド（適格機関投資家限定）」が銘柄選択の影響により、ベンチマークや参考指数を下回りました。

< 基準価額のプラス要因 >

< 基準価額のマイナス要因 >

TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉（円）※2
スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉（円）

ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）（円）
対ドルでの為替レート（円高）

スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉（円）

期中騰落率
△2.1％

※1　2016年３月から組み入れ
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定）（円）

コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定）（円）※1

T.ロウ・プライス・ファンズSICAV‐USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド（米ドル）
アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ（米ドル）

バンガード米国オポチュニティファンド（米ドル）

スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉（円）

※2　2016年３月までに全額を売却
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当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用経過と結果
当期も引き続き、株式への投資比率を高位に保ち、幅広く国際分散投資を行うことを基本に、市場の

行き過ぎを活用することを意識しながら地域別の資産配分を行いました。
当期は、投資先ファンドが担う役割を個別銘柄の選別に集中する方針の下、３月に柔軟な資産配分比

率の調整を行う「TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉」を全額売却し、持続的に高い成長が期待
できる企業に割安と考えられる価格で集中的に投資を行う「コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投
資家限定）」への投資を開始しました。また、同時に「スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格
機関投資家限定〉」の目標投資比率を若干引き上げ、日本株式の目標投資比率を若干引き下げました。

上記以外では、各ファンドの目標投資比率は、ほぼ固定とし、定期積立プランやスポットでのご購入
により皆様からお預かりした資金を利用して、為替市場や株式市場の動向により、目標投資比率に対し
て組入比率が低めとなったファンドの購入を行いました。

結果としては、相対的に軟調な値動きが続いた「ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適
格機関投資家限定）」および目標投資比率を引き上げた「スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS」へ
の投資比率が目標投資比率に対して高めとなった一方で、特に中盤以降、堅調な値動きとなった「バン
ガード米国オポチュニティファンド」および目標投資比率を引き下げた「スパークス・長期厳選・日本株
ファンド〈適格機関投資家限定〉」、「スパークス・集中投資・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉」への
投資比率が、目標投資比率に対して低めとなりました。

期末の地域別の資産配分比率は、前期末と比較すると、終盤に大きく上昇した米国が上昇したほか、
目標投資比率を引き上げた新興国及び太平洋地域の比率が若干上昇する一方で、相対的に力強さを欠く
動きとなった欧州の比率が低下したほか、目標投資比率を引き下げた日本株式への投資比率が若干低下
しました。

基準価額 参考指数

基準価額と参考指数の対比
（％）
4.0

△4.0
△2.1％

2.0

△2.0

0.0

第10期（2015年12月11日～2016年12月12日）
3.0％

・ 当ファンドにはベンチマークがないため、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数のMSCIオールカントリー・ワールド・イン
デックス（配当込）を参考指数として記載しております。

・ 参考指数は、基準価額への反映を考慮して、２営業日前のものに、当日のわが国の対顧客電信売買仲値を利用して円換算しております。

　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基
準価額と参考指数の当期の騰落率の対比です。
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投資環境

【株式市場の概況】
2016年の初頭から中国経済の先行きに対する懸念が拡がり大きく下落したものの、その後は先進国

で金融緩和の長期化観測が高まって、落ち着きを取り戻して反発に転じました。６月にはイギリスで行
われた国民投票で欧州連合（EU）からの離脱が選択され、先行きへの不透明感が拡がったものの、先進国
で金融緩和の長期化観測が一段と高まったことを受けて落ち着いた展開が継続しました。11月に行われ
た米国の大統領選挙では大方の予想を覆してトランプ候補が勝利した後、トランプ次期政権が打ち出す
経済政策への期待が高まって、上昇しました。

地域別では、米国は利上げ観測が後退したことから比較的堅調な展開となり、終盤にはトランプ次期
政権への期待が高まって上昇しました。欧州は経済統合の動きが後退し、先行きへの不透明感が根強い
ものの、金融緩和策に下支えされて、底堅い展開となりました。日本は途中まで為替市場で円高となっ
たことから軟調な推移となりましたが、終盤に円安に転じて反発しました。太平洋地域や新興国は、景
気の先行きに対する悲観的な見方が和らいだほか、先進国で金融緩和の長期化観測が高まったことを背
景に資金流出への懸念が和らぎ、比較的堅調な動きとなりました。

セクター別では、資源価格の上昇を受けてエネルギー、素材セクターが大きく上昇したほか、米国の
大統領選挙後に規制緩和への期待が高まったことを受けて金融セクターが大きく上昇した一方で、薬価
の高騰による公的負担拡大への懸念が高まったことを受けてヘルスケアセクターが下落しました。

【為替市場の概況】
先行きに対する不透明感が高まったことを背景に米国の利上げ観測が後退したことを受けてドルは途

中まで軟調な展開となりましたが、11月の大統領選挙後は景気の先行きに対する明るい見方が拡がると
共に、利上げ観測が高まり反発に転じました。ユーロは政治的な混迷への懸念や景気の先行きに対する
不透明感が高まるなかで、金融緩和の長期化観測が高まっていることから力強さを欠く展開となりまし
た。円は、日本銀行の緩和策の限界が意識されると共に物価上昇観測が後退して、途中まで上昇基調と
なりましたが、米国の大統領選挙後は、リスク選好が強まるなかで米国や欧州との金利差が拡大して反
落に転じました。

上記以外の通貨では、英ポンドが６月に行われた国民投票で欧州連合（EU）からの離脱が選択され、先
行きへの不透明感が拡がったことを受けて大きく下落した一方で、ブラジルレアルや南アフリカランド
などの資源国通貨が上昇しました。
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組入ファンドと為替レートの動き

T. ロウ・プライス・ファンズ SICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド（米ドル建て）

24

26

28

32

30

34
36

（米ドル）

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

　T. ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャッ
プ・グロース・エクイティ・ファンドの当期の騰落率＊1

は、+3.99％でした。対応する期間＊2のベンチマークで
ある「ラッセル1000種グロース株指数（配当込）」の騰落
率は+7.71％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はT.ロウ・プライス・ファンズ

SICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド
の前営業日の評価額を基に行う仕組みとなっておりますので、
T. ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャップ・グ
ロース・エクイティ・ファンドの騰落率は当ファンドの計算期
間での１営業日前のものを利用しています。

＊2  T. ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャップ・グ
ロース・エクイティ・ファンドの評価額は当日の市場のヨーロ
ッパ中央時間の午後１時に取得可能な時価を基に算出すること
となっておりますので、「ラッセル1000種グロース株指数（配
当込）」の騰落率は、当ファンドでの計算期間の１営業日前のも
のを利用しています。

期間中の価格の推移

バンガード米国オポチュニティファンド（米ドル建て）

400

450

500
550

600

650
700

（米ドル）

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

　バンガード米国オポチュニティファンドの当期の騰落
率＊1は、+15.75％でした。対応する期間＊2のベンチマー
クである「ラッセル3000種指数（配当込）」の騰落率は
+12.29％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はバンガード米国オポチュニティ

ファンドの前々営業日の評価額を基に行う仕組みとなっており
ますので、バンガード米国オポチュニティファンドの騰落率は
当ファンドの計算期間での２営業日前のものを利用しています。

＊2  バンガード米国オポチュニティファンドの評価額は当日の市場
の終値を基に算出することとなっておりますので、ラッセル
3000種指数（配当込）の騰落率は、当ファンドでの計算期間の
２営業日前のものを利用しています。

期間中の価格の推移
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期間中の価格の推移

ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA〈適格機関投資家限定〉（円建て）

13,000

16,000
17,000

19,000

14,000
15,000

18,000

20,000
（円）

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

　ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA
（適格機関投資家限定）の当期の基準価額の騰落率＊1は、
△14.65％でした。対応する期間＊2の「MSCIヨーロッ
パ・インデックス（円建て換算・配当込・税引後）」の騰
落率は△9.47％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はニッポンコムジェスト・ヨーロ

ッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）の前営業日の基準価額
を基に行う仕組みとなっておりますので、ニッポンコムジェス
ト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）の騰落率は
当ファンドでの計算期間の１営業日前のものを利用しています。

＊2  「ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家
限定）の基準価額は前日の市場の終値と当日の投資信託協会発表の
評価用為替レートを基に算出することとなっておりますので、「MSCI
ヨーロッパ・インデックス（円建て換算・配当込・税引後）」の騰落
率は、当ファンドでの計算期間の２営業日前の値と１営業日前の投
資信託協会発表の評価用為替レートを利用して算出しています。

期間中の価格の推移

アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ（米ドル建て）

14

18

19

17

15

16

20

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

（米ドル）　アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレ
イテッドUSエクイティ・ポートフォリオの当期の騰落
率＊1は、+8.24％でした。対応する期間＊2のベンチマー
クである「S&P500指数（配当込・税引後）」の騰落率は
+12.06％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はアライアンス・バーンスタイン 

SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ
の前営業日の評価額を基に行う仕組みとなっておりますので、
アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッド
USエクイティ・ポートフォリオの騰落率は当ファンドの計算
期間での１営業日前のものを利用しています。

＊2  アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッド
USエクイティ・ポートフォリオの評価額は当日の市場の終値
を基に算出することとなっておりますので、「S&P500指数（配
当込・税引後）」の騰落率は、当ファンドでの計算期間の１営業
日前のものを利用しています。

期間中の価格の推移

ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA〈適格機関投資家限定〉（円建て）

11,000

14,000

16,000

15,000

12,000

13,000

17,000
（円）

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

　ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・フ
ァンドSA（適格機関投資家限定）の当期の基準価額の騰
落率＊1は、△0.46％でした。対応する期間＊2の「MSCIエ
マージングマーケット・インデックス（円建て換算・配
当込・税引後）」の騰落率は+5.17％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はニッポンコムジェスト・エマー

ジングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定）の前営
業日の基準価額を基に行う仕組みとなっておりますので、ニッ
ポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適
格機関投資家限定）の騰落率は当ファンドでの計算期間の１営
業日前のものを利用しています。

＊2  ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンド
SA（適格機関投資家限定）の基準価額は前日の市場の終値と当
日の投資信託協会発表の評価用為替レートを基に算出すること
となっておりますので、「MSCIエマージングマーケット・イン
デックス（円建て換算・配当込・税引後）」の騰落率は、当ファ
ンドでの計算期間の２営業日前の値と１営業日前の投資信託協
会発表の評価用為替レートを利用して算出しています。
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期間中の価格の推移

スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉（円建て）

18,000
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32,000
（円）

2/1012/10 8/104/10 10/10 12/126/10

　スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投
資家限定〉の当期の基準価額の騰落率＊1は、+0.47％で
した。対応する期間＊2の「東証株価指数［TOPIX］（配当
込）」の騰落率は+0.22％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はスパークス・集中投資・日本株

ファンドS〈適格機関投資家限定〉の前営業日の基準価額を基に
行う仕組みとなっておりますので、スパークス・集中投資・日
本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉の騰落率は当ファンドで
の計算期間の１営業日前のものを利用しています。

＊2  スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限
定〉の基準価額は当日の市場の終値を基に算出することとなっ
ておりますので、「東証株価指数［TOPIX］（配当込）」の騰落率は、
当ファンドでの計算期間の１営業日前のものを利用しています。

期間中の価格の推移

スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉（円建て）

7,000

8,500

9,000

9,500
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（円）
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　スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機
関投資家限定〉の当期の騰落率＊1は、△2.35％でした。
対応する期間＊2の「MSCIアジア太平洋（日本を除く）イ
ンデックス（円建て換算・配当込・税引後）」の騰落率は
+3.51％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はスパークス・ワンアジア厳選投

資ファンドS〈適格機関投資家限定〉の前営業日の基準価額を基
に行う仕組みとなっておりますので、スパークス・ワンアジア
厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉の騰落率は当ファン
ドでの計算期間の１営業日前のものを利用しています。

＊2  スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家
限定〉の基準価額は前日の市場の終値と当日の投資信託協会発
表の評価用為替レートを基に算出することとなっておりますの
で、「MSCIアジア太平洋（日本を除く）・インデックス（円建て換
算・配当込・税引後）」の騰落率は、当ファンドでの計算期間の
２営業日前の値と１営業日前の投資信託協会発表の評価用為替
レートを利用して算出しています。

期間中の価格の推移

TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉（円建て）
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　TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉の前期
末（2015年12月10日）から組入れ終了日（2016年３月
16日）までの騰落率＊1は、△4.15％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はTMA長期投資ファンド〈適格

機関投資家限定〉の前営業日の基準価額を基に行う仕組みとな
っておりますので、TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限
定〉の騰落率は当ファンドでの計算期間の１営業日前のものを
利用しています。
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期間中の価格の推移

期間中の価格の推移

スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉（円建て）

コムジェスト日本株式ファンド〈適格機関投資家限定〉（円建て）
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　スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投
資家限定〉の当期の基準価額の騰落率＊1は、+4.21％で
した。対応する期間＊2の「東証株価指数［TOPIX］（配当
込）」の騰落率は+0.22％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はスパークス・長期厳選・日本株

ファンド〈適格機関投資家限定〉の前営業日の基準価額を基に行
う仕組みとなっておりますので、スパークス・長期厳選・日本
株ファンド〈適格機関投資家限定〉の騰落率は当ファンドでの計
算期間の１営業日前のものを利用しています。

＊2  スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉
の基準価額は当日の市場の終値を基に算出することとなってお
りますので、「東証株価指数［TOPIX］（配当込）」の騰落率は、当
ファンドでの計算期間の１営業日前のものを利用しています。

　コムジェスト日本株式ファンド〈適格機関投資家限定〉
の組入れ開始日（2015年３月14日）から期末までの騰落
率＊1は、+1.70％でした。対応する期間＊2の「東証株価指
数［TOPIX］（配当込）」の騰落率は+14.50％でした。
＊1  当ファンドの基準価額の算定はコムジェスト日本株式ファンド

（適格機関投資家限定）の前営業日の基準価額を基に行う仕組み
となっておりますので、コムジェスト日本株式ファンド（適格
機関投資家限定）の騰落率は当ファンドでの計算期間の１営業
日前のものを利用しています。

＊2  コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定）の基準価
額は当日の市場の終値を基に算出することとなっておりますの
で、「東証株価指数［TOPIX］（配当込）」の騰落率は、当ファン
ドでの計算期間の１営業日前のものを利用しています。

期間中の為替レート（対米ドル）の推移
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（米ドル）　当期の対米ドルの為替レートは、4.96％の円高（ファ
ンドの基準価額にはマイナスの影響）＊でした。
＊  当ファンドの外貨建て資産の基準価額の算定は、当日の投資信

託協会発表の評価用為替レートを使用して行なう仕組みとなっ
ておりますので為替レートの変化率は、当ファンドの計算期間
の投資信託協会発表の評価用為替レートを利用しています。
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今後の運用方針
当期は、資源価格の上昇を受けてエネルギーや素材セクターの株式が上昇したほか、終盤に規制緩和

期待が高まった金融セクターの株式が上昇しましたが、当ファンドは、長期的な視点で本質的価値を見
極めることが比較的難しい、これらのセクターの株式の保有が相対的に少なく、パフォーマンスが参考
指数を下回る理由の一つとなりました。

しかし、短期的な価格の動きを予測することは不可能である一方で、長期的に見れば株価は本質的価
値を反映していくことから、本質的価値に対して割安な銘柄への投資を継続することが、長期的な資産
の成長に繋がるという当ファンドの信念が揺らぐことはなく、これまでと変わらず、投資先ファンドを
通じて、投資対象の本質的価値を重視した投資を継続して参ります。

また、地域によって景気の先行きに対する見方は大きく異なっていますが、先行きが懸念されている
地域の株式市場にこそ、長期的に見て優れた投資機会が存在すると認識しており、投資先ファンドを通
じて、株式への投資比率を高位に保つと共に、幅広い地域への投資を継続して参ります。

なお来期には、より長期的な視点で銘柄選択を行う新規ファンドの組入れを行う予定としており、準
備が整った時点で、受益者の皆様にご案内させて頂きます。

運用部長　瀬下　哲雄

分配金

　基準価額の水準、並びに市場環境等を考慮し、当期の分配については見送りとさせていただきまし
た。なお、留保金につきましては、元本部分と同様の運用を行って参ります。

項　　　目
第10期

2015年12月11日～2016年12月12日
当期分配金 －

（対基準価額比率） －
当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 8,318

（単位：円、1万口当たり・税引前）

・ 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
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１万口当たりの費用明細

項　　　目

当　　期

項　目　の　概　要（2015年12月11日～2016年12月12日）

金額 比率
（a）信託報酬

（投信会社）
（販売会社）

（受託会社）

88円
（49）
（33）

（7）

0.588％
（0.324）
（0.218）

（0.046）

（a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
・委託した資金の運用の対価
・ 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理、購入後の情報提供等の対価
・運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）その他費用

（監査費用）

（そ の 他）

1

（0）

（0）

0.003

（0.003）

（0.000）

（b）その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

・ 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る
費用

・ その他は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等
の保管及び資金の送金・移転等に要する費用

合　　　計 89 0.591
期中の平均基準価額は15,105円です。

・ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。

・ 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
・ 財産維持手数料は当期は発生しておりません。
・ 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数点以下第４位を四捨五

入しているため、合計が一致しない場合があります。
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　当期における利害関係人との取引はありません。
・ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

期中の売買及び取引の状況　（2015年12月11日から2016年12月12日まで）

利害関係人との取引状況等　（2015年12月11日から2016年12月12日まで）

　該当事項はありません。

第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況　（2015年12月11日から2016年12月12日まで）

・金額は受渡し代金です。
・千単位未満は切捨てて表示しております。

投資信託受益証券 買　付 売　付
金　額 金　額

国
　
　
　
　
内

千円 千円
ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定） 2,490,000 －
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定） 855,000 －
スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉 530,000 －
TMA長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉 － 657,233
スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉 55,000 －
スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉 115,000 －
コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定） 1,000,000 －

投資証券 買　付 売　付
金　額 金　額

外
　
　
　
国

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

千米ドル 千米ドル
バンガード米国オポチュニティファンド 12,400 －

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

T.ロウ・プライス・ファンズ SICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド 7,350 －
アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポオートフォリオ 7,100 －

12

セゾン資産形成の達人ファンド

－第10期－

010_3913353712901.indd   12 2017/01/17   14:55:16



ファンド・オブ・ファンズが組入れた円建てファンドの明細 （2016年12月12日現在）

ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建てファンドの明細 （2016年12月12日現在）

　該当事項はありません。

フ　ァ　ン　ド　名 当　　　期　　　末
単位数又は口数 評 価 額 比　　率

株式ファンド
千口 千円 ％

ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定） 5,888,859 9,603,551 25.6 
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定） 3,240,127 4,653,470 12.4 
スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉 1,570,825 1,409,501 3.8 
スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉 409,091 1,258,486 3.4 
スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉 697,711 2,250,328 6.0 
コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定） 999,767 1,016,763 2.7

小　　　　　計 口 数 ・ 金 額 12,806,381 20,192,102 53.9 
銘 柄 数 6 －

合　　　　　計 口 数 ・ 金 額 12,806,381 20,192,102 53.9 
銘 柄 数 6 －

フ　ァ　ン　ド　名
当　　　期　　　末

単 位 数
又は口数

評　価　額 比　　率外貨建金額 邦貨換算金額
株式ファンド

千口 千米ドル 千円 ％
バンガード米国オポチュニティファンド 121 80,349 9,277,951 24.7 
T.ロウ・プライス・ファンズ SICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド 1,031 33,605 3,880,431 10.3 
アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポオートフォリオ 1,790 33,652 3,885,888 10.4

小　　　　　計 口 数 ・ 金 額 2,944 － 17,044,271 45.5 
銘 柄 数 3 － －

合　　　　　計 口 数 ・ 金 額 2,944 － 17,044,271 45.5 
銘 柄 数 3 － －

・千単位未満は切捨てて表示しております。
・比率は、純資産総額に対する評価額の比率です。
・比率は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

・邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
・千単位未満は切捨てて表示しております。
・比率は、純資産総額に対する各通貨の投資証券評価額の比率です。
・比率は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

自社による当ファンドの設定・解約状況　（2015年12月11日から2016年12月12日まで）

組入資産の明細　
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項　　　　　　　　　　目
当　　　　　期　　　　　末

評　　　価　　　額 比　　　　　率
千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 20,192,102 53.6 
投 資 証 券 17,044,271 45.3 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 406,238 1.1 
投 資 信 託 財 産 総 額 37,642,611 100.0 

項　　　　　目 当　　　期
（A）配 当 等 収 益 △215,475円

受 取 利 息 18,216
支 払 利 息 △233,691

（ B ）有 価 証 券 売 買 損 益 631,777,423
売 買 益 2,255,624,067
売 買 損 △1,623,846,644

（C）信 託 報 酬 等 △183,479,344
（D）当 期 損 益 金（A+B+C） 448,082,604
（ E ）前 期 繰 越 損 益 金 6,298,592,213
（ F ）追 加 信 託 差 損 益 金 8,211,702,248

（配 当 等 相 当 額） 12,001,704,887
（売 買 損 益 相 当 額） △3,790,002,639

（G）合 計 （D ＋ E ＋ F） 14,958,377,065
次 期 繰 越 損 益 金（G） 14,958,377,065

追 加 信 託 差 損 益 金 8,211,702,248
　（配 当 等 相 当 額） 12,001,704,887
　（売 買 損 益 相 当 額） △3,790,002,639
分 配 準 備 積 立 金 6,746,890,292
繰 越 損 益 金 △215,475

項　　　　　目 当　期　末
（A）資 産 37,642,611,668円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 406,238,092
投資信託受益証券（評価額） 20,192,102,297
投 資 証 券（評 価 額） 17,044,271,279

（ B ）負 債 146,045,839
未 払 解 約 金 48,989,335
未 払 信 託 報 酬 96,565,329
そ の 他 未 払 費 用 491,175

（C）純 資 産 総 額（A－B） 37,496,565,829
元 本 22,538,188,764
次 期 繰 越 損 益 金 14,958,377,065

（D）受 益 権 総 口 数 22,538,188,764口
1万口当り基準価額（C／D） 16,637円

（2016年12月12日現在）

・金額の千円未満は切捨てて表示しております。比率は小数点第２位を四捨五入しています。
・当期末における外貨建資産（17,044,271千円）の投資信託財産総額（37,642,611千円）に対する比率は45.3%です。
・ 外貨建純資産は、期末の時価を我国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。当期末における邦貨換

算レートは１米ドル＝115.47円です。

期首元本 17,611,585,976円
期中追加設定元本額 7,240,165,493円
期中一部解約元本額 2,313,562,705円
１口当たり純資産額 1.6637円
・当運用報告書作成時点では監査未了です。

・ （B）有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
・ （C）信託報酬等には信託報酬に関わる消費税等を含めて表示

しています。
・ （F）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
・ 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益（448,298,079
円）、信託約款に定める収益調整金（12,001,704,887円）およ
び信託約款に定める分配準備積立金（6,298,592,213円）より
分配対象収益は18,748,595,179円（１万口当たり8,318円）です
が、当期に分配した金額はありません。

・ 当運用報告書作成時点では監査未了です。

投資信託財産の構成　

資産、負債、元本及び基準価額の状況 損益の状況
当期末2016年12月12日現在 当期 自2015年12月11日　至2016年12月12日
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お知らせ

当期中の約款変更について
2015年12月11日から2016年12月12日までの期間に実施した約款変更は以下の通りです。

●2016年３月10日付
　 投資対象ファンドの変更に伴い、投資信託約款にて別に定める「運用の基本方針」に所要の変更を行いました。

●2016年９月９日付
　 投資対象ファンドおよび投資対象ファンドの委託会社名の変更に伴い、投資信託約款にて別に定める「運用の基本

方針」に所要の変更を行いました。
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銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 Dyax Corp. ヘルスケア 4.8
2 ABIOMED Inc. ヘルスケア 4.4
3 Eli Lilly & Co. ヘルスケア 3.8
4 Seattle Genetics Inc. ヘルスケア 2.8
5 Southwest Airlines Co. 資本財・サービス 2.7
6 Delta Air Lines Inc. 資本財・サービス 2.5
7 Alphabet Inc. 情報技術 2.3
8 Charles Schwab Corp. 金融 2.1
9 Amgen Inc. ヘルスケア 1.8
10 Nektar Therapeutics ヘルスケア 1.8

組入銘柄数 198銘柄

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 ヘルスケア 35.6

情報技術 28.2
資本財・サービス 15.4
一般消費財・サービス 11.9
金融 5.0
生活必需品 1.7
エネルギー 0.8
素材 0.8
電気通信サービス 0.6

<組入投資対象ファンドの内容>
　以下は、当ファンドが投資対象としている投資信託受益証券ならびに投資証券の運用状況です。
・ 特に指定がない場合、投資比率、構成比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価金額

の比率です。
・ 特に指定がない場合、日本株式の業種は東証33業種分類、外国株式の業種は世界産業分類基準によ

る分類を記載しています。

　現時点で入手できる直近の情報として2015年12月31日現在の情報を記載しております。

■組入上位10銘柄

■業種別構成比率

１．バンガード米国オポチュニティファンド

・ 構成比率は、ファンドの投資資産に対する当該資産の評
価金額の比率です。

■基準価額の推移 ■費用明細
ファンド財産維持手数料率 運用管理費率

（年率）（％）購入時 解約時
なし なし 0.85

・ 運用管理費率は、平均純資産総額に対する運用及び管理
等にかかる費用の総額の割合を示したものです。

480

500

540

520

560

600

580

（米ドル）

（2014/12/31） （2015/12/31）
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銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 AMAZON COM INC 一般消費財・サービス 7.7
2 VISA INC-CLASS A SHRS 情報技術 4.2
3 ALPHABET INC CL A 情報技術 4.2
4 PRICELINE GROUP INC/THE 一般消費財・サービス 4.1
5 BOEING COMPANY 資本財・サービス 4.0
6 FACEBOOK INC 情報技術 3.9
7 DANAHER CORP 資本財・サービス 3.8
8 ALEXION PHARMACEUTICAL ヘルスケア 3.4
9 ALLERGAN PLC ヘルスケア 3.2
10 MICROSOFT CORP 情報技術 2.5

組入銘柄数 69銘柄

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 情報技術 27.1

ヘルスケア 25.7
一般消費財・サービス 22.9
資本財・サービス 14.9
金融 5.8
素材 1.6
電気通信サービス 0.8

　現時点で入手できる直近の情報として2015年12月31日現在の情報を記載しております。

■組入上位10銘柄

■業種別構成比率

２．T. ロウ・プライス・ファンズSICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド

国／地域 構成比率（％）
アメリカ 95.6
カナダ 2.2
シンガポール 0.6
イスラエル 0.4

■国・地域別構成比率

■基準価額の推移 ■費用明細
販売手数料 信託財産留保金 信託報酬（年率）（％）

なし なし 0.65

26

28
27

30
29

31
32
33

（米ドル）

（2014/12/31） （2015/12/31）
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資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 情報技術 30.0

一般消費財・サービス 26.4
ヘルスケア 21.3
金融 7.0
素材 6.8
資本財・サービス 4.9
生活必需品 3.6

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 Charles Schwab Corp. 金融 7.0
2 Amphenol Corp. – Class A 情報技術 7.0
3 Ecolab, Inc. 素材 6.8
4 Quintiles Transnational Holdings Inc ヘルスケア 6.6
5 Priceline Group Inc  (The)s 一般消費財・サービス 6.2
6 Automatic Data Processing, Inc 情報技術 5.8
7 Abbott Laboratories. 情報技術 5.0
8 Alphabet, Inc – Class C 資本財・サービス 5.0
9 Delphi Automotive PLC 一般消費財・サービス 4.9
10 Celgene Corp ヘルスケア 4.9

組入銘柄数 20銘柄

■組入上位10銘柄

３．アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ

■業種別構成比率

　現時点で入手できる直近の情報として2016年5月31日現在の情報を記載しております。
■基準価額の推移 ■費用明細

販売手数料 信託財産留保金 信託報酬（年率）（％）
なし なし 0.85

14

15

16

17

18

19
（米ドル）

（2015/５/31） （2016/５/31）
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当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ　マザーファンド 5,003,541 10,041,606

■組入ファンド 

４．ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定）
　現時点で入手できる直近の情報として2015年12月25日現在の情報を記載しております。

・口数・評価額の単位未満は切捨てています。

■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細

15,000

17,000

20,000

19,000

18,000

16,000

（円）

（2014/12/25） （2015/12/25）

（2014年12月26日～2015年12月25日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

197
（118  
（59  
（20

円
）
）
）

1.08 
（0.65  
（0.32  
（0.11  

％
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料
（株 式）

17  
（17）

0.09  
（0.09）

（c） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

14  
（14）

0.08  
（0.08）

（d） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（監 査 費 用）
（そ の 他 １）

12
（11
（1
（0

）
）
）

0.07  
（0.06  
（0.01  
（0.00

）
）
）

合　　　計 240 1.32
期中の平均基準価額は18,245円です。

・ 各期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）
は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、下
記の簡便法により算出した結果です。

　信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
・消費税等は報告日の税率を採用しています。
・ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、

このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものです。

・ その他１は、外国株式に関する各種手数料等です。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じた
ものです。
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資産の種類 国／地域 構成比率（％）
株式 フランス 25.1

ドイツ 13.1
スペイン 12.0
スイス 10.9
イギリス 10.8
デンマーク 9.9
スウェーデン 4.2
オランダ 2.5
アイルランド 2.0
イタリア 1.4

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 ヘルスケア 27.6

情報技術 23.5
一般消費財・サービス 15.9
資本財・サービス 13.3
生活必需品 10.5
素材 3.2

銘柄名称 国／地域 業　種 投資比率（％）
1 INDITEX スペイン 一般消費財・サービス 6.2
2 AMADEUS IT HOLDINGS SA スペイン 情報技術 5.8
3 ESSILOR INTERNATIONAL フランス ヘルスケア 4.3
4 WIRECARD AG ドイツ 情報技術 4.3
5 SARTORIUS STEDIM BIOTECH フランス ヘルスケア 4.2
6 COLOPLAST -B デンマーク ヘルスケア 4.1
7 DASSAULT SYSTEMES SA フランス 情報技術 4.0
8 ARM HOLDINGS PLC イギリス 情報技術 3.9
9 BAYER AG-REG ドイツ ヘルスケア 3.8
10 NOVO NORDISK A/S-B デンマーク ヘルスケア 3.5

組入銘柄数 36銘柄

■組入上位10銘柄 

■国・地域別構成比率 ■業種別構成比率

・ 構成比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純
資産総額に対する比率です。

・ 国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づい
て分類しております。

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する評価総額の比率です。
・国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づいて分類しております。

＜ご参考＞�ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ　マザーファンド

■１万口当たりの費用明細
（2014年12月26日～2015年12月25日）

・その他１は、外国株式に関する各種手数料等です。
・各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じた
ものです。

項　　　目 金　額 比　率
（a） 売 買 委 託 手 数 料

（株 式）
18

（18  
円
）

0.09
（0.09

％
）

（b） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

15  
（15）

0.08
（0.08）

（c） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（そ の 他 １）

12
（12  
（0  

）
）

0.06
（0.06
（0.00

）
）

合　　　計 45 0.23
期中の平均基準価額は19,636円です。
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５．ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定）

当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ　マザーファンド 5,463,625 8,357,707

■組入ファンド

　現時点で入手できる直近の情報として2015年12月25日現在の情報を記載しております。

・口数・評価額の単位未満は切り捨てています。

■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細

12,000

14,000

13,000

16,000

15,000

18,000

17,000

（円）

（2014/12/25） （2015/12/25）

（2014年12月26日～2015年12月25日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

167
（100  
（50  
（17  

円
）
）
）

1.08 
（0.65  
（0.32  
（0.11  

％
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料
（株 式）

24  
（24  ）

0.15  
（0.15  ）

（c） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

10  
（10  ）

0.06  
（0.06  ）

（d） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（監 査 費 用）
（そ の 他 １）
（そ の 他 ２）

27  
（20  
（1  
（2  
（3  

）
）
）
）

0.18  
（0.13  
（0.01  
（0.02  
（0.02  

）
）
）
）

合　　　計 228 1.47
期中の平均基準価額は15,499円です。

・ 各期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）
は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、下
記の簡便法により算出した結果です。

　信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
・消費税等は報告日の税率を採用しています。
・ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、

このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金
額のうち、当ファンドに対応するものです。 

・ その他１は、外国株式に関する各種手数料等です。
・ その他２は、インド株式におけるキャピタルゲイン課税

等です。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じた
ものです。
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資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 情報技術 23.6

金融 21.4
生活必需品 13.9
電気通信サービス 13.5
資本財・サービス 9.9
一般消費財・サービス 7.1
公益事業 3.6
エネルギー 1.3
ヘルスケア 0.9

資産の種類 国／地域 構成比率（％）
株式 中国 23.1

インド 13.6
ブラジル 13.0
南アフリカ 11.1
香港 10.2
台湾 7.0
メキシコ 4.7
ロシア 4.4
韓国 3.0
オランダ 2.8

銘柄名称 国／地域 業　種 投資比率（％）
1 TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 台湾 情報技術 7.0
2 CHINA LIFE INSURANCE CO-H 中国 金融 6.3
3 CHINA MOBILE LTD 中国 電気通信サービス 5.5
4 NETEASE INC ADR 中国 情報技術 4.8
5 INFOSYS LTD-SP ADR インド 情報技術 4.2
6 PING AN INSURANCE GROUP CO-H 中国 金融 4.2
7 CKH HOLDINGS 香港 資本財・サービス 4.0
8 POWER GRID CORP OF INDIA LTD インド 公益事業 3.6
9 SANLAM LTD 南アフリカ 金融 3.6
10 MTN GROUP LTD 南アフリカ 電気通信サービス 3.4

組入銘柄数 38銘柄

■国・地域別構成比率 ■業種別構成比率

■組入上位10銘柄 

・ 構成比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純
資産総額に対する比率です。

・ 国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づい
て分類しております。

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する評価総額の比率です。
・国／地域は、コムジェスト・エスエー社の判断に基づいて分類しております。

＜ご参考＞�ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ　マザーファンド

■１万口当たりの費用明細
（2014年12月26日～2015年12月25日）

・ その他１は、外国株式に関する各種手数料等です。
・ その他２は、インド株式におけるキャピタルゲイン課税

等です。
・各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じた
ものです。

項　　　目 金　額 比　率
（a） 売 買 委 託 手 数 料

（株 式）
25

（25  
円
）

0.15
（0.15

％
）

（b） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

11  
（11）

0.06
（0.06）

（c） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（そ の 他 １）
（そ の 他 ２）

28
（22  
（3  
（4  

）
）
）

0.17
（0.13
（0.02
（0.02

）
）
）

合　　　計 64 0.39
期中の平均基準価額は16,635円です。
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当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
スパークス・ワンアジア厳選投資マザーファンド 1,516,806 1,298,538

■組入ファンド

６．スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS〈適格機関投資家限定〉
　現時点で入手できる直近の情報として2016年11月15日現在の情報を記載しております。

・口数・評価額の単位未満は切捨てています。

■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細

7,500

8,000

9,500

9,000

8,500

（円）

（2015/11/16） （2016/11/15）

（2015年11月17日～2016年11月15日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

78
（74
（0
（4

円
）
）
）

0.91
（0.86
（0.00
（0.05

％
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料 14 0.16
（c） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.04
（d） そ の 他 費 用 18 0.21

合　　　計 114 1.32
期中の平均基準価額は8,603円です。

・ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、
追加、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法
により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価
証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れ
ている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに
対応するものを含みます。

・その他費用は、保管費用および監査費用です。
・各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」と期中の

平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第２位未満は四捨五入してあります。
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資産の種類 国／地域 構成比率（％）
株式 香港 40.8

オーストラリア 13.5
韓国 11.0
台湾 9.9
シンガポール 6.7
フィリピン 3.6
インドネシア 1.8
タイ 1.8
マレーシア 1.3
インド 1.1

投資証券 オーストラリア 1.0

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 資本財・サービス 17.4

情報技術 14.0
一般消費財・サービス 13.3
金融 12.5
公益事業 11.5
電気通信サービス 8.8
生活必需品 7.9
不動産 2.6
ヘルスケア 2.1
素材 1.4

投資証券 不動産 1.0

銘柄名称 国／地域 業　種 投資比率（％）
1 AIA GROUP LTD 香港 金融 5.2
2 TAIWAN SEMICON MAN 台湾 情報技術 5.1
3 CHINA STATE CONSTR 香港 資本財・サービス 4.4
4 POWER ASSETS HLDGS 香港 公益事業 3.9
5 TENCENT HLDGS LTD 香港 情報技術 3.8
6 TRANSURBAN GROUP オーストラリア 資本財・サービス 3.7
7 GUANGDONG INVEST 香港 公益事業 3.3
8 SAMSUNG ELECTRONIC 韓国 情報技術 3.2
9 ZHEJIANG EXPRESS 香港 資本財・サービス 2.8
10 TELSTRA CORP LTD オーストラリア 電気通信サービス 2.6

組入銘柄数 48銘柄

■組入上位10銘柄 

■国・地域別構成比率 ■業種別構成比率

・国／地域は、市場国を表示しています。
・有価証券のみを集計対象としています。
・ 構成比率は、親投資信託の純資産総額に対する比率を表

示しています。

・有価証券のみを集計対象としています。
・ 構成比率は、親投資信託の純資産総額に対する比率を表

示しています。

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する評価総額の比率です。
・「国／地域」には、市場国を表示しています。

＜ご参考＞�スパークス・ワンアジア厳選投資マザーファンド

・ 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追
加、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に
より算出した結果です。

・各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」と期中の

平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第２位未満は四捨五入してあります。

■１万口当たりの費用明細
（2015年11月17日～2016年11月15日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 売 買 委 託 手 数 料 14円 0.16％
（b） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.05
（c） 保 管 費 用 16 0.18

合　　　計 34 0.39
期中の平均基準価額は8,697円です。
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７. ＴＭＡ長期投資ファンド〈適格機関投資家限定〉

当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
東京海上長期投資マザーファンド 1,992,358 3,676,300

■組入ファンド

　現時点で入手できる直近の情報として2016年5月16日現在の情報を記載しております。

・口数・評価額の単位未満は切捨てています。

■基準価額の推移 ■１万口当たりの費用明細

14,000

18,000

17,000

19,000

16,000

15,000

20,000
（円）

（2015/５/15） （2016/５/16）

（2015年５月16日～2016年５月16日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

90
（76
（6
（9

円
）
）
）

0.514
（0.433
（0.032
（0.049

％
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料
（株 式）

21
（21）

0.122
（0.122）

（c） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

1
（1）

0.008
（0.008）

（d） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（監 査 費 用）
（そ の 他）

3
（1
（1
（0

）
）
）

0.015
（0.007
（0.008
（0.000

）
）
）

合　　　計 115 0.659
期中の平均基準価額は、17,494円です。

・ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、
追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法
により算出した結果です。

・ 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
・ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、

当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端
数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも
ので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入しています。

25

セゾン資産形成の達人ファンド

－第10期－

010_3913353712901.indd   25 2017/01/17   14:55:17



資産の種類 国／地域 構成比率（％）
株式 日本 58.9

アメリカ 14.3
デンマーク 6.5
フランス 2.8
ドイツ 2.3
スウェーデン 2.2

銘柄名称 国／地域 投資比率（％）
1 キーエンス 日本 4.6
2 ニトリホールディングス 日本 4.3
3 関西ペイント 日本 4.0
4 ヤフー 日本 4.0
5 NOVOZYMES A/S-B SHARES デンマーク 3.6
6 エムスリー 日本 3.5
7 CHURCH & DWIGHT CO INC アメリカ 3.4
8 アサヒグループホールディングス 日本 3.3
9 COGNIZANT TECH SOLUTIONS-A アメリカ 3.3
10 信越化学工業 日本 3.2

組入銘柄数 30銘柄

■組入上位10銘柄 

■国・地域別構成比率

・ 構成比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純
資産総額に対する比率です。

・ 国・地域は、東京海上アセットマネジメント株式会社の
判断に基づいて分類しております。

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する比率です。

・業種別構成比率については、開示されていないため記載しておりません。

＜ご参考＞�東京海上長期投資マザーファンド

■１万口当たりの費用明細
（2015年５月16日～2016年５月16日）

・各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも
ので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。

項　　　目 金　額 比　率
（a） 売 買 委 託 手 数 料

（株 式）
22

（22  
円
）

0.122
（0.122

％
）

（b） 有 価 証 券 取 引 税
（株 式）

1  
（1）

0.008
（0.008）

（c） そ の 他 費 用
（保 管 費 用）
（そ の 他）

1
（1  
（0

）
）

0.007
（0.007
（0.000

）
）

合　　　計 24 0.137
期中の平均基準価額は18,205円です。
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８. スパークス・集中投資・日本株ファンドS〈適格機関投資家限定〉
　現時点で入手できる直近の情報として、2015年12月21日現在の情報を記載しております。

当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
スパークス集中投資戦略マザーファンド 353,999 1,161,010

■組入ファンド

・口数・評価額の単位未満は切り捨てて表示しております。

■基準価額の推移

24,000

28,000

26,000

30,000

32,000

34,000
（円）

（2014/12/22） （2015/12/21）

■１万口当たりの費用明細
（2014年12月23日～2015年12月21日）
項　　　目 金　額 比　率

（a） 信 託 報 酬
（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

235 
（208
（16
（11

円
）
）
）

0.82
0.72
0.06
0.04

％

（b） 売 買 委 託 手 数 料 27 0.09
（c） そ の 他 費 用 3 0.01

合　　　計 265 0.92
期中の平均基準価額は、29,023円です。

・ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、
追加、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法
により算出した結果です。

・その他費用は、監査費用です。
・各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」と期中の

平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第２位未満は四捨五入してあります。
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項　　　目 金　額 比　率
売 買 委 託 手 数 料 30円 0.09％

合　　　計 30 0.09
期中の平均基準価額は31,747円です。

銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 オープンハウス 不動産業 8.4
2 ＴＰＲ 機械 4.8
3 東洋建設 建設業 4.6
4 トーセイ 不動産業 4.3
5 シップヘルスケアホールディングス 卸売業 3.8
6 日本曹達 化学 3.6
7 エフピコ 化学 3.5
8 ＤＩＣ 化学 3.3
9 三井製糖 食料品 3.3
10 古野電気 電気機器 3.1

組入銘柄数 33銘柄

■組入上位10銘柄 

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 化学 18.8

不動産業 12.6
食料品 8.8
機械 8.8
卸売業 7.3
電気機器 6.9
建設業 4.6
電気・ガス業 3.1
パルプ・紙 3.1
サービス業 3.1

■業種別構成比率

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する評価総額の比率です。

・ 構成比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純
資産総額に対する比率です。

＜ご参考＞�スパークス集中投資戦略マザーファンド

■１万口当たりの費用明細
（2014年12月23日～2015年12月21日）

・ 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追
加、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に
より算出した結果です。

・各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」と期中の

平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第２位未満は四捨五入してあります。

28

セゾン資産形成の達人ファンド

－第10期－

010_3913353712901.indd   28 2017/01/17   14:55:17



銘柄名称 業　種 投資比率（％）
1 ソフトバンクグループ 情報・通信業 11.2
2 キーエンス 電気機器 9.0
3 ユニ・チャーム 化学 8.9
4 日本電産 電気機器 8.7
5 テルモ 精密機器 8.3
6 ミスミグループ本社 卸売業 7.5
7 花王 化学 7.3
8 アシックス その他製品 6.9
9 三菱商事 卸売業 6.2
10 シマノ 輸送用機器 6.0

組入銘柄数 14銘柄

■組入上位10銘柄 

９. スパークス・長期厳選・日本株ファンド〈適格機関投資家限定〉
　現時点で入手できる直近の情報として、2016年9月8日現在の情報を記載しております。

資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 電気機器 17.6

化学 16.2
卸売業 13.7
その他製品 12.4
情報通信 11.2
精密機器 8.3
輸送用機器 6.0
小売業 5.9
医薬品 5.6

■業種別構成比率

■基準価額の推移

23,000

31,000

29,000

25,000

27,000

33,000
（円）

（2015/９/８） （2016/９/８）

■１万口当たりの費用明細
（2015年９月９日～2016年９月８日）

・ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、
追加、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に
より算出した結果です。

・その他費用は、監査費用です。
・各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
・ 各比率は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」と期中の平

均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第２位未満は四捨五入してあります。

項　　　目 金　額 比　率
（a） 信 託 報 酬

（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

257
（248

（―
（9

円
）
）
）

0.87
0.84

―
0.03

％

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5 0.02
（c） そ の 他 費 用 3 0.01

合　　　計 265 0.90
期中の平均基準価額は29,633円です。
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10. コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定）
　現時点で入手できる直近の情報として2016年６月27日現在の情報を記載しております。

当　期　末
口　数 評価額

千口 千円
コムジェスト日本株式マザーファンド 876,081 852,778

■組入ファンド

・口数・評価額の単位未満は切捨てて表示しております。

■基準価額の推移

9,300

9,500

9,900

9,700

10,100

10,300

10,500
（円）

（2016/3/10） （2016/6/27）

■１万口当たりの費用明細
（2016年３月10日～2016年６月27日）

・ 各期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）
は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、下
記の簡便法により算出した結果です。 

　信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
・消費税等は報告日の税率を採用しています。
・ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組

み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファ
ンドに対応するものです。

・その他は、無利息金銭信託の手数料です。
・ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端

数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じた
ものです。

項　　　目 金　額 比　率
（a） 信 託 報 酬

（投 信 会 社）
（販 売 会 社）
（受 託 会 社）

26
（17  
（8  
（1  

円
）
）
）

0.25 
（0.16  
（0.08  
（0.01  

％
）
）
）

（b） 売 買 委 託 手 数 料
（株 式）

21  
（21  ）

0.20  
（0.20  ）

（d） そ の 他 費 用
（監 査 費 用）
（そ の 他）

1  
（1  
（0  

）
）

0.01  
（0.01  
（0.00  

）
）

合　　　計 48 0.47
期中の平均基準価額は10,162円です。
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資産の種類 業　種 構成比率（％）
株式 資本財・サービス 26.1

一般消費財・サービス 20.3
生活必需品 14.6
情報技術 12.8
ヘルスケア 11.4
金融 6.6

■業種別構成比率

・投資比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純資産総額に対する評価総額の比率です。

（注） 運用報告書作成までに年次報告書を入手できないため、半期の情報を記載しております。参考情報である旨ご留意く
ださい。また、確定値ではないため、親投資信託の１万口当たりの費用明細は記載しておりません。

・ 構成比率は、実質的に運用を行っている親投資信託の純
資産総額に対する評価総額の比率です。

＜ご参考＞�コムジェスト日本株式マザーファンド

■組入上位10銘柄 
銘柄名称 業　種 投資比率（％）

1 エムスリー ヘルスケア 4.7
2 ポーラ・オルビスホールディングス 生活必需品 4.1
3 キーエンス 情報技術 3.9
4 シスメックス ヘルスケア 3.6
5 ホシザキ電機 資本財・サービス 3.6
6 日本Ｍ＆Ａセンター 金融 3.1
7 光通信 一般消費財・サービス 3.0
8 ＭｏｎｏｔａＲＯ 資本財・サービス 3.0
9 スタートトゥデイ 一般消費財・サービス 2.9
10 ファーストリテイリング 一般消費財・サービス 2.8

組入銘柄数 37銘柄
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　「Vanguard」（日本語での「バンガード」を含む）及び「tall ship logo」商標は、The Vanguard Group, Inc. が有し、セ
ゾン投信株式会社及び承認された販売会社にのみ使用許諾されたものです。

「R&Iファンド大賞」は、R&Iが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性
につきR&Iが保証するものではありません）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将
来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内
閣府令第299条第１項第28号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）
です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞
に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はR&Iに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。

リッパー・ファンド・アワードの評価の基となるリッパー・リーダーズのファンドに関する情報は、投資信託の売買
を推奨するものではありません。リッパー・リーダーズが分析しているのは過去のファンドのパフォーマンスであり、
過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではないことにご留意ください。評価結果は、リッパーが信頼で
きると判断した出所からのデータおよび情報に基づいていますが、その正確性、完全性等について保証するものでは
ありません。

本書では、各投資対象ファンドを以下の通りに省略して記載することがありますのでご了承ください。

バ ン ガ ー ド 米 国 オ ポ チ ュ ニ テ ィ フ ァ ン ド → 米国オポチュニティ
T.ロウ・プライス・ファンズ SICAV-USラージキャップ・グロース・エクイティ・ファンド → T.ロウ・グロースまたはT.ロウ・プライス米国大型グロース株式ファンド
アライアンス・バーンスタイン SICAV-コンセントレイテッドUSエクイティ・ポートフォリオ → 米国株式集中投資またはアライアンス・バーンスタイン米国株式集中投資ファンド
ニッポンコムジェスト・ヨーロッパ・ファンドSA（適格機関投資家限定） → コムジェスト・ヨーロッパ
ニッポンコムジェスト・エマージングマーケッツ・ファンドSA（適格機関投資家限定） → コムジェスト・エマージング
スパークス・ワンアジア厳選投資ファンドS＜適格機関投資家限定＞ → スパークス・ワンアジア
ＴＭＡ長期投資ファンド＜適格機関投資家限定＞ → TMA長期投資ファンド
スパークス・集中投資・日本株ファンドS＜適格機関投資家限定＞ → スパークス・集中投資
スパークス・長期厳選・日本株ファンド＜適格機関投資家限定＞ → スパークス・長期厳選
コムジェスト日本株式ファンド（適格機関投資家限定） → コムジェスト日本株式

・ MSCIジャパン・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、日本の株式で構成されています。
当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰属します。また、MSCIは指数の内容
を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

・ MSCIヨーロッパ・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、ヨーロッパの先進国の株式で構
成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰属します。また、
MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

・ MSCIパシフィック・エックスジャパン・インテックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、太平洋地
域の先進国の株式で構成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCI
に帰属します。また、MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

・ MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、世界の新興国の
株式で構成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はMSCIに帰属します。
また、MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

・ MSCIオールカントリー・ワールド・インデックス（配当込）は、MSCIが開発したインデックスであり、世界の先進国
および新興国の株式で構成されています。当該インデックスに関する著作権、知的財産権その他の一切の権利は
MSCIに帰属します。また、MSCIは指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権利を有しています。

・ S&P500は、S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス（S&P DJI）の商品です。この指数に関する著作権等の知的財産権
その他一切の権利は、S&P DJI に帰属します。

　 S&P DJI は当指数等の情報に関し、その正確性・妥当性・完全性あるいは入手可能性を保証しません。また、S&P 
DJI は当指数等の情報の誤り、欠落についてその理由のいかんにかかわらず責任を負いません。また当指数等の使用
による結果に対しても責任を負うものではありません。S&P DJI は当指数等の商品性あるいはその使用または特定の
目的に対する適合性を含みますが、それに限定されるわけではなく、一切の明示的あるいは黙示的な保証を否認しま
す。S&P DJI はファンドの受益者や他の人物等による当指数等の使用に関連したいかなる間接的、直接的な、特別な
あるいは派生的な損害、費用、訴訟費用あるいは損失（収入の損失、利益の損失、機会費用を含む）について一切の責
任を負いません。
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TOPICS：《当社の直接販売の状況 第10期（2015年12月11日～2016年12月12日）》

○　定期積立プラン
　当サービスの利用率は67.1％となっております。
　前期に比べ口座開設数が減ったこともあり、利用率は若
干減少（前期から△0.9％）しています。
・ 定期積立プランは、当社が運用、販売するファンド２種類のいずれ

か、もしくは両ファンド定期積立サービスをご利用いただいている
方を対象としてデータを作成しています。また積立額平均、利用率
は2016年12月時点の数値であり、積立額平均は増額月の増額分の
金額を含まない平均値です。

○　ファンドの設定・解約の状況（当社ファンドの合計）
　当期間も、設定額が解約額を毎月上回り、純資金流入が
継続しています。純資金流入額は271.6億円（金額ベース）
で、前期の金額（266.5億円）を上回り、開業来最多額とな
りました。

○　お客さまの特徴
　年代別は前期から大きな変化はなく「資産形成層」の30代
～40代が59.0%と大きな割合を占めています。性別の構成
は女性比率が前期から1.0％増えています。

○　2016年12月12日現在 お客さま口座数 116,229件（前期比＋14.1％増）
　イギリス国民投票によるEU離脱の選択や米国の大統領選挙など政治的な要因も相まって、株式市場の変動
が大きな期間となりましたが、お客さまはこの１年間で14,377名増加しました。口座の増加数は、前期間と
比べ減少しておりますが、相場環境に不安定さが目立つ中、毎月１千件前後の口座開設を受付いたしました。

（前期間末のお客さま口座数101,852件、口座増加数＋25,169件）

　相場環境によらず、安定して新しいお客さまが増えた１年となり、これも皆さまのおかげと深く感謝してお
ります。
　これからも皆さまからいただく評価を受け止め、共に長期で成長する会社であり続けるため、一つ一つのこ
だわりを大切にお客さまのために誠実なサービスの提供に努めてまいります。

・ お客さまの特徴や口座、金額は、保有しているファンドの種類や有無に関係なく当社に口座を開設していただいているお客さま
を集計したものとなります。

・金額は、明記されたものを除き当社が運用、販売するファンド２種類を合計した数値となっています。

30代
27.5％

20代
6.4％

50代
16.6％

60代以上
12.3％

19歳以下
5.7％

40代
31.5％

年代別（全口座）

男性
63.2％

女性
36.8％

性別（全口座）

○　当期間のふりかえり
2016年 ４月 ホームページをリニューアル
 ５月 お客さま口座数　11万口座
 ６月 会社設立10周年
 10月 純資産総額1,500億円
 11月 純資産総額1,600億円
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